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慶應義塾とイエール大学 

慶
應
義
塾
と
イ
エ
ー
ル
大
学 

―
―
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
法
学
・
社
会
学
・
哲
学
の
継
受
―
―小　

川　

原　
　

正　

道

一
、
は
じ
め
に

　

慶
應
義
塾
と
歴
史
的
に
関
わ
り
の
深
い
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
い
う
と
、
ま
ず
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
で

あ
ろ
う
。
福
沢
諭
吉
が
義
塾
に
大
学
部
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
に
宣
教
師
の
ア
ー
サ
ー
・
Ｍ
・

ナ
ッ
プ
を
介
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
総
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
に
親
書
を
送
り
、
そ
の
結
果
、
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
ウ
ィ
グ

モ
ア
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
リ
ス
カ
ム
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
法
律
科
、
理
財
科
、
文
学
科
の
主
任

教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
福
沢
は
こ
の
親
書
の
中
で
、
大
学
部
を
「a Japanese branch of 

一
、
は
じ
め
に

二
、
明
治
期
に
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
慶
應
義
塾
関
係
者

三
、
世
紀
転
換
期
の
留
学
―
―
背
景
と
経
緯

四
、
む
す
び
―
―
留
学
の
成
果
・
意
義
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H

arvard U
niversity

」
の
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
ま
で
述
べ
て
い
た（

（
（

。
こ
の
三
名
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
法
律
学
、
経
済

学
、
英
文
学
な
ど
の
分
野
で
、
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る（

（
（

。

　

都
倉
武
之
氏
に
よ
れ
ば
、
三
人
の
う
ち
特
に
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
日
本
滞
在
を
満
喫
し
、
福
沢
と
の
交
遊
な
ど
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。

福
沢
は
慶
應
義
塾
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
間
で
留
学
の
た
め
の
特
別
な
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
模
索
し
、
大
学
部
第
一
期
生
の
池
田
成

彬
（
の
ち
、
日
銀
総
裁
）
も
、
ハ
ー
バ
ー
ド
に
入
学
し
た
。
こ
の
協
定
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
ハ
ー
バ
ー
ド
は
塾

生
や
教
員
の
主
要
な
留
学
先
の
一
つ
と
な
り
、
多
く
の
ハ
ー
バ
ー
ド
の
教
授
も
義
塾
に
招
聘
さ
れ
て
、
エ
リ
オ
ッ
ト
自
身
も
総
長
引

退
後
に
来
日
し
て
三
田
演
説
館
で
講
演
し
た
。
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
に
再
来
日
し
て
義
塾
で
演
説
し
て
お
り
、

翌
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
義
塾
に
創
立
三
百
年
記
念
式
典
へ
の
招
待
状
が
届
く
と
、
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
塾
長
・
小
泉
信
三
の
渡
米
を
後

押
し
し
、
実
際
に
小
泉
は
渡
米
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
小
泉
は
ハ
ー
バ
ー
ド
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｂ
・
コ
ナ
ン
ト
総
長
と
会
見
し
、
式

典
に
参
加
、
そ
の
後
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
イ
エ
ー
ル
大
学
な
ど
を
視
察
し
た
が
、

そ
の
際
に
紹
介
状
を
書
い
た
の
も
ウ
ィ
グ
モ
ア
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
が
小
泉
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
す
る
旨

を
打
診
し
た
が
、
病
床
の
小
泉
は
授
与
式
に
参
加
で
き
ず
、
辞
退
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
都
倉
氏
は
、「
ハ
ー

バ
ー
ド
と
義
塾
の
縁
は
長
く
深
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
義
塾
の
財
産
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る（

（
（

。

　

さ
て
、
明
治
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
い
え
ば
、
ま
ず
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
イ
エ
ー
ル
大
学
を
思
い
浮
か
べ
る

人
が
多
か
っ
た
ら
し
く
、
一
八
九
六
年
か
ら
一
八
九
九
年
に
か
け
て
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
松
本
亦
太
郎
（
の
ち
、
東
京
帝
国
大
学

教
授
）
は
、「
米
国
で
最
も
名
声
の
あ
つ
た
大
学
は
エ
ー
ル
と
ハ
ヴ
ァ
ー
ド
の
両
大
学
で
あ
つ
た
か
ら
、
日
本
か
ら
行
く
者
は
其
孰

れ
か
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
」
と
証
言
し
て
い
る（

（
（

。
新
渡
戸
稲
造
は
一
八
九
一
年
に
刊
行
し
た
『
日
米
関
係
史
』
で
、
一
八
七
一
年
か

ら
一
八
八
六
年
ま
で
の
間
に
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
は
、
最
も
優
秀
な
若
者
」
が
留
学
し
て
お
り
、
計
十
五
名
が
法
律
や
医
学
な

ど
を
専
攻
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
エ
ー
ル
大
学
に
は
、
約
二
十
名
の
若
者
た
ち
が
留
学
し
た
が
、
う
ち
法
律
専
攻
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者
が
大
半
を
占
め
た
」
と
記
し
て
い
る（

（
（

。

　

実
際
、
明
治
期
に
慶
應
義
塾
か
ら
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
人
物
も
少
な
く
な
く
、
杉
井
六
郎
氏
に
よ
る
と
、
明
治
期
の
日
本

人
イ
エ
ー
ル
留
学
生
の
出
身
学
校
の
う
ち
、
最
多
の
留
学
生
を
送
り
出
し
た
の
は
同
志
社
で
、
第
二
位
が
慶
應
義
塾
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

一
八
九
九
年
に
は
じ
ま
っ
た
慶
應
義
塾
派
遣
留
学
生
の
初
期
に
お
け
る
留
学
先
を
み
て
も
、
堀
江
帰
一
と
堀
切
善
兵
衛
は
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
、
田
中
一
貞
と
岡
本
謙
三
郞
は
イ
エ
ー
ル
大
学
、
名
取
和
作
と
板
倉
卓
造
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
学
ん
で
い
る（

（
（

。
し
か
し
こ

れ
ま
で
、
義
塾
と
ハ
ー
バ
ー
ド
と
の
関
係
は
語
ら
れ
て
も
、
イ
エ
ー
ル
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
明
治
期
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
慶
應
義
塾
関
係
者（

（
（

を
あ
き
ら
か
に
し
、
留
学
の
時
期
や
専
攻

な
ど
の
傾
向
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
そ
の
上
で
、
留
学
者
が
集
中
し
て
い
る
、
二
〇
世
紀
を
迎
え
る
世
紀
転
換
期
に
焦
点
を
あ
て
、

当
該
期
に
イ
エ
ー
ル
に
学
ん
だ
政
尾
藤
吉
、
田
中
一
貞
、
柴
田
一
能
、
岡
本
謙
三
郞
の
四
名
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
彼
等
の

留
学
の
背
景
と
経
緯
、
特
に
留
学
中
に
習
得
し
た
法
学
や
社
会
学
、
哲
学
な
ど
の
内
容
を
検
討
し
、
最
後
に
、
彼
等
の
留
学
の
成
果

と
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、
明
治
期
に
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
慶
應
義
塾
関
係
者

　

杉
井
氏
が
、
イ
エ
ー
ル
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
各
年
度
の
学
生
カ
タ
ロ
グ
を
も
と
に
作
成
し
た
明
治
期
の
日
本
人
イ
エ
ー
ル
留

学
生
の
リ
ス
ト
で
あ
る
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」（

（
（

と
、
慶
應
義
塾
の
入
学
記
録
で
あ
る
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』（

（1
（

を
照
合
し

て
、
明
治
期
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
慶
應
義
塾
関
係
者
を
以
下
に
、
在
籍
年
順
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
同
リ
ス
ト
お
よ
び

先
行
研
究
な
ど
に
よ
り
、
イ
エ
ー
ル
で
の
専
攻
分
野
、
お
よ
び
取
得
学
位
が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
も
付
記
し
た
。
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・
津
田
純
一
（
一
八
七
五
年
～
一
八
七
七
年
）
☆　
　

法
律
学

・
箕
作
佳
吉
（
一
八
七
七
年
～
一
八
七
九
年
）
☆　
　

生
物
学　
　
　

Bachelor of Philosophy

・
岡
部
長
職
（
一
八
七
九
年
～
一
八
八
一
年
）
☆　
　

生
物
学

・
政
尾
藤
吉
（
一
八
九
五
年
～
一
八
九
七
年
）
☆　
　

法
律
学　
　
　

D
octor of Civil Law

・
三
浦
慶
三
郎
（
一
八
九
七
年
～
一
八
九
八
年
）
☆　

法
律
学

・
若
松
忠
太
郎
（
一
八
九
八
年
～
一
九
〇
〇
年
）
☆　

電
気
工
学

・
松
本
宗
吾
（
一
八
九
九
年
～
一
九
〇
一
年
）　　
　

政
治
学　
　
　

M
aster of A

rts

・
田
中
一
貞
（
一
九
〇
一
年
～
一
九
〇
二
年
）　　
　

社
会
学　
　
　

M
aster of A

rts

・
柴
田
一
能
（
一
九
〇
一
年
～
一
九
〇
二
年
）　　
　

宗
教
哲
学　
　

M
aster of A

rts

・
蔵
田
宜
彦
（
一
九
〇
一
年
～
一
九
〇
四
年
）　　
　

経
済
学　
　
　

M
aster of A

rts

・
山
崎
快
英
（
一
九
〇
一
年
～
一
九
〇
五
年
）　　
　

哲
学

・
平
野
一
郎
（
一
九
〇
二
年
～
一
九
〇
六
年
）　　
　

経
済
学

・
石
村
誠
一
（
一
九
〇
三
年
～
一
九
〇
四
年
）　　
　

政
治
経
済
学

・
鈴
木
市
之
助
（
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
六
年
）　　

経
済
学

・
藤
山
九
一
（
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
六
年
）　　
　

経
済
学

・
松
尾
武
夫
（
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
七
年
）　　
　

経
済
学

・
瀬
川
巌
（
一
九
〇
五
年
～
一
九
〇
七
年
）
○　
　
　

経
済
学　
　
　

M
aster of A

rts

・
高
橋
政
次
郎
（
一
九
〇
六
年
～
一
九
〇
八
年
）　　

歴
史
学

・
稲
岡
世
民
（
一
九
〇
七
年
～
一
九
〇
八
年
）
☆　
　

経
済
学　
　
　

M
aster of A

rts

・
岡
本
謙
三
郞
（
一
九
〇
七
年
～
一
九
〇
九
年
）　　

英
文
学　
　
　

M
aster of A

rts

・
栁
雄
吉
（
一
九
〇
七
年
～
一
九
一
〇
年
）
○　
　
　

経
済
学
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以
上
は
、
☆
印
と
○
印
の
つ
い
て
い
る
人
物
を
除
い
て
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」
に
日
本
で
の
最
終
学
歴
と
し
て

「K
eio

」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
で
も
氏
名
が
確
認
で
き
た
人
物
で
あ
る
。
☆
印
は
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍

者
リ
ス
ト
」
に
日
本
で
の
最
終
学
歴
と
し
て
「K

eio

」
の
記
載
が
な
い
が
、『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
に
は
氏
名
が
あ
り
、
慶
應
義
塾

へ
の
入
学
年
や
出
身
地
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
な
ど
か
ら
、
義
塾
を
経
て
イ
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
こ
と
が
確
実
な
人
物
で
あ
る
。

　
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
に
は
、
一
九
〇
一
年
十
一
月
ま
で
に
入
学
し
た
者
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
九
〇
一
年
十
二
月

以
降
に
入
学
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
○
印
は
、「
イ
ェ
ー
ル

大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」
に
日
本
で
の
最
終
学
歴
と
し
て
「K

eio

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
に
は
氏
名

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
物
で
、「Segaw

a Iw
ao

」「Inouye T
ora

」「Izum
i A

kira

」「Y
anagi Y

ukichi

」
の
四
名
が
こ
れ

に
該
当
す
る
。
彼
等
は
一
九
〇
一
年
十
二
月
以
降
の
義
塾
入
学
者
だ
と
思
わ
れ
る
た
め
、
慶
應
義
塾
の
卒
業
生
名
簿
で
あ
る
『
慶
應

義
塾
塾
員
姓
名
録
』『
慶
應
義
塾
塾
員
名
簿
』（

（1
（

お
よ
び
、『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
卒
業
生

名
簿
」（

（1
（

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
氏
名
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、「Segaw

a Iw
ao

」
と
「Y

anagi Y
ukichi

」

に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
部
の
学
籍
簿
に
記
載
が
あ
り
、
氏
名
が
「
瀬
川
巌
」、「
栁
雄
吉
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た（

（1
（

。
い
ず

れ
も
卒
業
は
せ
ず
に
退
学
あ
る
い
は
除
籍
と
な
っ
て
お
り
、「Inouye T

ora

」
と
「Izum

i A
kira

」
に
つ
い
て
も
同
様
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
学
籍
簿
で
氏
名
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
二
名
は
リ
ス
ト
か
ら
除
外
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
明
治
期
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
こ
と
が
確
実
な
慶
應
義
塾
関
係
者
は
二
十
一
名
と
な
る
。
イ
エ
ー

ル
に
入
学
し
た
最
初
の
日
本
人
は
一
八
七
〇
年
入
学
の
大
原
令
之
助
（
本
名
・
吉
原
重
俊
、
の
ち
、
日
銀
総
裁
）
で（

（1
（

、
義
塾
関
係
者
で

も
、
最
も
早
い
入
学
者
の
津
田
純
一
（
の
ち
、
兵
庫
県
師
範
学
校
長
）
が
一
八
七
五
年
、
続
く
箕
作
佳
吉
（
の
ち
、
東
京
帝
国
大
学
教

授
）
が
一
八
七
七
年
、
さ
ら
に
岡
部
長
職
（
の
ち
、
司
法
大
臣
）
が
一
八
七
九
年
と
い
う
初
期
の
段
階
で
入
学
し
て
い
る
が（

（1
（

、
そ
れ

以
外
の
人
物
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
一
〇
年
の
間
に
留
学
期
間
が
集
中
し
て
い
る
の
が
、
特
徴
的
で
あ
る
。
専
攻
分
野
は
、
前
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半
期
は
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、
後
半
期
は
ほ
と
ん
ど
が
経
済
学
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
文
系
に
偏
っ
て
お
り
、
理

系
の
学
問
を
専
攻
し
た
の
は
箕
作
と
岡
部
、
若
松
し
か
い
な
い
。
全
体
の
約
三
分
の
一
が
修
士
号
、
政
尾
の
み
博
士
号
を
取
得
し
た
。

こ
の
間
、
一
八
八
〇
年
代
に
は
誰
も
入
学
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
原
因
は
定
か
で
な
い
が
、
一
八
七
七
年
の
西
南
戦
争
前
後
か
ら
士
族

の
困
窮
な
ど
に
よ
っ
て
慶
應
義
塾
は
経
営
の
危
機
に
陥
っ
て
お
り（

（1
（

、
一
八
八
〇
年
代
は
松
方
デ
フ
レ
に
よ
る
不
況
で
都
市
住
民
や
農

民
が
困
窮
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
義
塾
関
係
者
も
留
学
に
か
か
る
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

辻
直
人
氏
は
、「
エ
ー
ル
大
学
に
は
慶
應
義
塾
出
身
者
が
一
八
九
六
年
と
九
七
年
に
各
一
名
入
学
し
た
後
、
一
九
〇
〇
年
～
一
九

〇
九
年
に
は
計
十
三
名
の
塾
関
係
留
学
生
が
入
学
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
後
は
一
九
二
〇
年
代
に
三
名
入
学
し
た
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
」
と
し
て
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
の
日
本
人
イ
エ
ー
ル
大
学
留
学
生
の
情
報
を
記
載
し
た
「
ヱ
ー
ル
大
学
日
本

学
生
名
簿（

（1
（

」
の
中
で
、「
最
も
古
い
慶
應
義
塾
出
身
留
学
生
」
と
し
て
若
松
忠
太
郎
と
松
本
宗
吾
を
挙
げ
、
両
名
が
一
八
九
七
年
時

点
で
在
籍
し
て
い
た
と
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
こ
に
い
う
慶
應
義
塾
出
身
者
は
卒
業
生
の
み
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
を

卒
業
生
だ
け
で
な
く
在
籍
者
ま
で
広
げ
る
と
、
右
の
リ
ス
ト
の
通
り
、
イ
エ
ー
ル
に
は
す
で
に
一
八
七
〇
年
代
に
津
田
、
箕
作
、
岡

部
の
三
名
の
義
塾
関
係
者
が
入
学
し
て
お
り
、
若
松
、
松
本
の
前
に
は
、
政
尾
藤
吉
、
三
浦
慶
三
郎
も
入
学
し
て
い
た
。
ま
た
、

「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」
に
依
る
な
ら
ば
、
若
松
の
入
学
年
は
一
八
九
八
年
、
松
本
の
入
学
年
は
一
八
九
九
年
で
あ
る（

（1
（

。

も
っ
と
も
、
一
九
〇
九
年
で
義
塾
か
ら
の
入
学
者
が
一
旦
途
絶
え
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
入
学
者
が
い
な
い
と
い
う
指
摘
は
、
明
治

期
の
み
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
本
稿
に
示
唆
す
る
点
は
大
き
い
。
辻
氏
は
、
慶
應
義
塾
派
遣
留
学
生
と
し
て
、
義
塾
が
校
費
を

も
っ
て
イ
エ
ー
ル
に
派
遣
し
た
の
は
田
中
一
貞
と
岡
本
謙
三
郞
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
塾
員
や
教
職
員
は
自
費
に
よ
る
留
学
で

あ
り
、
特
に
明
治
期
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
自
費
留
学
が
多
数
を
占
め
る
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
う
し

た
傾
向
は
、
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う（

（2
（

。
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三
、
世
紀
転
換
期
の
留
学
―
―
背
景
と
経
緯

　

な
ぜ
、
多
く
の
慶
應
義
塾
関
係
者
が
二
〇
世
紀
を
迎
え
る
前
後
の
世
紀
転
換
期
に
イ
エ
ー
ル
大
学
で
学
ん
だ
の
か
。
留
学
の
経
緯

や
背
景
が
あ
る
程
度
判
明
す
る
人
物
に
つ
い
て
、
個
別
に
検
証
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
留
学
の
経
緯
が
比
較
的
詳
し
く
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
政
尾
藤
吉
で
あ
る
。
主
に
香
川
孝
三
氏
の
研
究（

（2
（

に
依
っ
て
、
そ
の

経
緯
を
み
て
い
き
た
い
。

　

政
尾
藤
吉
は
一
八
七
〇
年
に
愛
媛
県
に
生
ま
れ
、
喜
多
学
校
を
経
て
大
阪
に
出
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
学
び
、
一
八
八

八
年
十
一
月
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た（

（2
（

。
同
じ
頃
に
、
中
村
敬
宇
の
同
人
社
に
も
入
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
一
八
八
九
年
三
月
に
は

東
京
専
門
学
校
に
転
じ
て
い
る
。
義
塾
に
い
た
の
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
が
、
東
京
専
門
学
校
も
四
ヶ
月
在
籍
し
た
だ
け
で
英
語
普
通

科
を
卒
業
し
、
翌
年
に
は
関
西
学
院
に
転
じ
た
。
こ
の
間
、
広
島
英
和
女
学
校
で
教
え
て
い
た
ら
し
く
、
そ
こ
で
貯
め
た
資
金
な
ど

を
も
と
に
、
渡
米
し
た
。
香
川
氏
は
、
政
尾
の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
動
機
と
し
て
、
立
身
出
世
を
目
指
し
た
こ
と
、
英
語
に
磨
き
を
か

け
た
か
っ
た
こ
と
、
私
費
で
の
留
学
が
可
能
と
判
断
し
た
こ
と
、
そ
し
て
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
得
る
た
め
、
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る（

（2
（

。

　

政
尾
は
ま
ず
、
一
八
九
一
年
十
月
に
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
に
入
学
し
て
神
学
と
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
学
び
、
そ
の
後
、

ウ
ェ
ス
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
転
校
し
て
卒
業
、
弁
護
士
登
録
を
し
た
。
そ
の
上
で
、
イ
エ
ー
ル
大
学
に

学
ん
で
い
た
友
人
か
ら
、
東
京
専
門
学
校
の
先
輩
で
あ
る
杉
田
金
之
助
が
イ
エ
ー
ル
で
博
士
号
を
取
得
し
た
と
聞
き
、
一
八
九
五
年

に
イ
エ
ー
ル
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学
、
松
本
亦
太
郎
な
ど
、
日
本
人
留
学
生
と
一
緒
に
暮
ら
し
、
一
八
九
七
年
に
「
日
本
の
新

し
い
民
法
典
」
の
論
文
で
博
士
号
を
取
得
す
る
。
松
本
は
、
政
尾
が
流
暢
な
ラ
テ
ン
語
で
こ
の
論
文
の
末
尾
を
朗
読
し
、
大
喝
采
を

受
け
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
る（

（2
（

。
指
導
教
授
は
サ
イ
モ
ン
・
E
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
教
授
で
、
政
尾
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
連
絡
を

取
り
合
う
恩
師
と
な
る
。
政
尾
は
在
学
中
に
、
イ
エ
ー
ル
の
助
手
と
し
て
月
給
二
五
〇
ド
ル
を
得
て
い
た
と
い
う（

（2
（

。
ア
メ
リ
カ
に
永
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住
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
日
本
人
排
斥
運
動
が
広
が
り
始
め
て
い
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
一
八
九
七
年
七
月
二
十
九
日
に
帰

国
し
た（

（2
（

。

　

帰
国
後
は
、『
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
に
短
期
間
勤
務
し
て
退
職
、
一
八
九
七
年
十
月
に
外
務
省
が
政
尾
に
対
し
、
シ
ャ
ム

（
タ
イ
）
の
法
律
制
度
に
つ
い
て
の
顧
問
職
に
就
く
よ
う
依
頼
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
政
尾
は
翌
月
に
シ
ャ
ム
に
赴
い
て
い
る（

（2
（

。

以
後
、
政
尾
は
日
本
と
シ
ャ
ム
を
往
復
し
な
が
ら
、
シ
ャ
ム
の
法
典
編
纂
や
日
本
と
シ
ャ
ム
と
の
交
流
な
ど
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と

に
な
る（

（2
（

。

　

続
い
て
、
第
二
回
慶
應
義
塾
派
遣
留
学
生
と
し
て
イ
エ
ー
ル
大
学
に
赴
い
た
田
中
一
貞
を
取
り
上
げ
よ
う
。
田
中
に
関
し
て
は
川

合
隆
男
氏
の
研
究（

（2
（

が
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
依
り
な
が
ら
、
留
学
の
経
緯
を
追
っ
て
お
き
た
い
。

　

田
中
は
一
八
七
二
年
に
酒
田
県
に
生
ま
れ
、
鶴
岡
蔵
修
学
校
、
鶴
岡
朝
暘
高
等
小
学
校
な
ど
を
経
て
上
京
、
東
京
英
語
学
校
や
東

京
物
理
学
校
に
学
ん
だ
あ
と
、
一
八
九
〇
年
十
月
に
慶
應
義
塾
に
入
学（

（3
（

し
、
大
学
部
文
学
科
に
進
学
、
在
学
中
に
は
福
沢
諭
吉
と
も

交
流
を
も
っ
た
。
一
八
九
六
年
十
二
月
に
卒
業
し
、
宮
崎
県
延
岡
の
私
塾
・
亮
天
社
の
教
師
と
し
て
赴
任
、
一
九
〇
一
年
二
月
ま
で

務
め
た
あ
と
、
五
月
に
林
毅
陸
と
共
に
第
二
回
の
慶
應
義
塾
派
遣
留
学
生
に
選
ば
れ
、
渡
米
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（3
（

。
一
八
九
九
年
に

開
始
さ
れ
た
義
塾
の
派
遣
留
学
生
は
、
そ
れ
ま
で
外
国
人
教
師
に
依
存
し
て
い
た
大
学
部
の
教
育
体
制
を
改
革
す
べ
く
、
理
事
の
門

野
幾
之
進
が
、
留
学
生
を
派
遣
し
て
自
前
で
教
師
を
養
成
す
べ
き
だ
と
提
起
し
、
専
門
的
学
問
を
日
本
語
で
語
る
こ
と
の
で
き
る
日

本
人
教
師
を
育
成
す
る
と
い
う
目
的
で
、
派
遣
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

田
中
は
一
九
〇
一
年
か
ら
イ
エ
ー
ル
大
学
の
大
学
院
で
、
同
大
学
で
政
治
学
と
社
会
学
を
担
当
し
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｇ
・
サ

ム
ナ
ー
教
授
な
ど
の
も
と
で
社
会
学
研
究
に
取
り
組
み
、
翌
年
に
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
の
学
位
を
取
得
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス

に
移
っ
て
、
パ
リ
に
あ
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
教
授
に
就
い
て
社
会
心
理
学
な
ど
を
学
び
、
欧

州
各
国
を
視
察
し
て
、
一
九
〇
四
年
三
月
二
日
に
帰
国
し
た
。
川
合
氏
に
よ
る
と
、「
サ
ム
ナ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
的
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転
換
期
に
お
け
る
人
々
の
行
為
や
規
範
に
み
る
『
民
習
』（folkw

ays

）
や
『
習
律
』（m

ores

）
の
変
化
を
自
由
主
義
、
社
会
進
化
論

の
視
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
社
会
学
を
代
表
す
る
創
立
者
の
ひ
と
り
」
で
あ
り
、
ま
た
タ
ル
ド
は
、「
判
事
、

犯
罪
学
者
、
社
会
学
者
、
社
会
心
理
学
者
で
、
個
人
と
個
人
の
関
係
を
基
礎
と
す
る
立
場
・
社
会
的
名
目
論
の
視
点
か
ら
社
会
現
象

を
解
明
し
よ
う
と
し
て
、『
模
倣
の
法
則
』（
一
八
九
〇
）、『
社
会
法
則
』（
一
八
九
三
）、『
世
論
と
群
衆
』（
一
九
〇
一
）
を
著
わ
し
て

い
た
」
と
い
う（

（3
（

。

　

田
中
は
渡
米
前
か
ら
社
会
学
、
社
会
心
理
学
に
開
眼
し
、
教
育
や
論
文
の
執
筆
、
翻
訳
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
留
学

の
機
会
が
訪
れ
た
際
に
は
、
サ
ム
ナ
ー
や
タ
ル
ド
の
こ
と
も
知
っ
た
上
で
、
イ
エ
ー
ル
大
学
と
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
を
留

学
先
に
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
帰
国
後
、
田
中
は
一
九
〇
四
年
四
月
に
慶
應
義
塾
大
学
部
教
授
に
就
任
し
て
、
社
会
学
と
フ
ラ
ン
ス

語
を
教
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
年
に
は
図
書
館
監
督
（
館
長
）
を
兼
務
し
、
そ
の
発
展
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
田
社
会
学

会
会
長
な
ど
を
務
め
た
あ
と
、
一
九
二
一
年
九
月
二
十
三
日
に
死
去
し
た（

（3
（

。

　

田
中
が
留
学
し
た
一
九
〇
一
年
に
、
イ
エ
ー
ル
大
学
は
創
立
二
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念
祭
や
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
田
中
は
、

「
エ
ー
ル
大
学
二
〇
〇
年
祭
の
状
況
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
寄
せ
、
記
念
祭
が
賑
わ
っ
て
い
る
様
子
を
伝

え
つ
つ
、「
小
生
等
も
だ
ま
つ
て
居
る
わ
け
に
も
参
ら
ず
、
小
生
が
主
任
に
な
り
て
大
な
る
角
燈
を
つ
く
る
こ
と
ゝ
相
成
候
…
…
日

本
人
一
同
櫻
色
の
ガ
オ
ン
を
着
、
手
に
〳
〵
日
本
提
燈
を
捧
げ
真
先
に
国
旗
を
推
し
た
て
中
央
に
此
御
所
車
に
擬
し
た
る
角
燈
を
六

人
に
て
担
ぎ
」、
沿
道
の
喝
采
を
浴
び
な
が
ら
、
練
り
歩
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
田
中
は
、「
何
し
ろ
一
私
立
学
校
の
祝
賀
炬
火
行
列

に
儀
仗
兵
を
出
し
、
大
統
領
が
態
々
学
位
を
受
け
に
出
張
す
る
な
ど
、
実
に
日
本
の
私
立
学
校
待
遇
と
は
余
り
違
た
も
の
に
候
は
ず

や
」
と
嘆
じ
た（

（3
（

。

　

な
お
、
田
中
は
イ
エ
ー
ル
大
学
を
去
る
と
き
、「
一
年
間
住
み
な
れ
て
少
な
か
ら
ざ
る
利
益
を
小
弟
に
与
へ
た
る
楡
の
都
を
去
り

申
候
東
巌
西
崖
エ
ー
ル
の
校
舎
、
王
冠
街
、
去
る
に
の
ぞ
み
て
痛
く
別
の
惜
ま
れ
て
異
邦
な
か
ら
故
郷
を
去
る
の
感
あ
る
も
可
笑
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し
」
と
日
記
に
記
し
、
イ
エ
ー
ル
へ
の
愛
惜
の
情
を
示
し
て
い
る（

（3
（

。

　

柴
田
一
能
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
安
中
尚
史
氏
の
研
究
が
あ
る（

（3
（

。
以
下
、
主
に
そ
れ
に
沿
っ
て
、
留
学
の
経
緯
を
み
て
い
こ
う
。

　

柴
田
は
一
八
七
三
年
に
丹
後
国
に
生
ま
れ
、
一
八
九
六
年
一
月
に
慶
應
義
塾
に
入
学（

（3
（

、
在
学
中
に
東
京
の
仏
教
青
年
会
、
三
田
仏

教
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
一
九
〇
一
年
四
月
に
大
学
部
文
学
科
卒
業
後（

（3
（

、
山
口
高
等
学
校
の
教
授
に
招
聘
さ
れ
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
帰
国
後
は
日
蓮
宗
大
学
林
設
立
委
員
会
の
秘
書
役
と
し
て
活
躍
、
義
塾
か
ら
協

力
を
受
け
て
同
大
学
林
設
立
申
請
書
類
を
作
成
し
、
設
立
後
は
、
同
大
学
林
の
中
等
科
教
頭
、
慶
應
義
塾
大
学
部
教
授
、
日
蓮
宗
衆

務
総
監
な
ど
を
歴
任
し
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
海
外
布
教
に
も
力
を
入
れ
た
。
一
九
五
一
年
に
没
し
て
い
る（

（4
（

。

　

柴
田
が
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
先
述
の
田
中
一
貞
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
柴
田

は
田
中
と
共
に
一
九
〇
一
年
五
月
二
十
八
日
に
横
浜
を
出
発
し
、
六
月
二
十
二
日
に
イ
エ
ー
ル
の
あ
る
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ

ブ
ン
に
到
着
、
曹
洞
宗
か
ら
の
留
学
生
で
あ
る
山
崎
快
英
と
三
名
で
イ
エ
ー
ル
に
入
学
し
た
。
そ
の
際
、
慶
應
義
塾
の
同
窓
生
で
あ

る
松
本
宗
吾
の
案
内
で
入
学
手
続
き
を
し
て
い
る（

（4
（

。
イ
エ
ー
ル
に
も
、
義
塾
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

柴
田
は
イ
エ
ー
ル
在
学
中
、
こ
う
し
た
慶
應
義
塾
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
よ
う
と
努
め
た
よ
う
で
、
一
九
〇
二
年
十
一
月
、

第
一
回
義
塾
派
遣
留
学
生
の
神
戸
寅
次
郎
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
の
途
上
、
イ
エ
ー
ル
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、
山
崎
、
蔵
田
、

平
野
と
共
に
「
エ
ー
ル
大
学
に
於
け
る
義
塾
同
窓
会
」
を
開
催
し
、
発
起
人
を
代
表
し
て
、「
神
戸
氏
の
来
米
を
機
と
し
て
エ
ー
ル

大
学
に
同
窓
会
の
基
礎
を
置
く
事
を
得
た
る
の
幸
ひ
を
喜
び
、
這
度
神
戸
氏
の
成
業
は
義
塾
の
将
来
の
為
め
帝
国
の
文
化
の
為
め
に

一
大
白
を
挙
げ
て
祝
す
べ
き
事
に
し
て
向
後
第
二
、
第
三
と
新
進
留
学
生
の
欧
米
に
派
遣
せ
ら
る
ゝ
は
勿
論
の
事
一
般
塾
員
同
窓
に

も
、
学
業
な
り
商
工
業
な
り
夫
々
志
す
所
に
従
つ
て
続
々
と
海
外
に
出
遊
す
る
者
の
日
一
日
よ
り
加
は
り
来
ら
ん
事
を
望
む
」
と
挨

拶
し
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
翌
年
二
月
三
日
の
福
沢
諭
吉
の
命
日
に
は
、「
エ
ー
ル
大
学
に
於
け
る
故
福
沢
先
生
第
三
週
年
紀
年
会
」
が
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催
さ
れ
て
、
柴
田
、
山
崎
、
蔵
田
な
ど
が
集
ま
っ
て
「
先
生
の
感
化
の
下
に
人
と
な
り
し
吾
等
…
…
海
外
遠
遊
の
身
の
、
唯
だ
心
ば

か
り
の
香
華
を
手
向
け
て
、
今
も
尚
ほ
歴
と
し
て
吾
等
の
精
神
に
生
き
給
へ
る
、
故
先
生
の
俤
を
偲
」
ん
だ
が
、「
故
先
生
の
霊
を

祭
る
」
と
の
文
章
を
読
み
上
げ
、
こ
の
会
の
開
催
を
義
塾
に
報
告
し
た
の
も
柴
田
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

柴
田
は
イ
エ
ー
ル
大
学
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
ド
教
授
に
師
事
し
て
、
哲
学
・
倫
理
学
・
宗
教
学
の
研
究
に
従
事
し
、
在
学

中
に
は
釈
尊
降
誕
会
を
田
中
や
山
崎
な
ど
と
催
し
、
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
六
五
〇
年
を
記
念
す
る
講
演
会
も
開
催
し
て
、
柴
田
は

「
宗
祖
伝
」、
山
崎
は
「
開
宗
記
念
会
に
際
し
て
所
信
を
の
ぶ
」
と
題
す
る
講
演
を
し
て
い
る
。
一
九
〇
二
年
、「
カ
ン
ト
学
及
び
実

在
論
管
見
」
と
題
す
る
論
文
で
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
の
学
位
を
受
け
た
が
、
当
時
の
柴
田
の
様
子
は
日
本
の
新
聞
で
も
報
じ

ら
れ
て
お
り
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、「
柴
田
一
能
氏
（
二
十
八
）
ハ
エ
ー
ル
大
学
に
入
り
ラ
ツ
ド
博
士
の
教
授
を
受
け
居
れ
る
が

此
程
同
校
に
於
て
講
義
の
節
学
生
及
び
教
授
等
に
対
し
仏
教
の
大
乗
起
信
論
を
説
き
現
今
最
高
の
哲
学
思
想
と
称
せ
ら
る
ゝ
」
と
、

学
生
や
教
授
陣
に
仏
教
教
説
を
説
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（4
（

。
翌
年
に
イ
エ
ー
ル
哲
学
会
で
日
本
人
留
学
生
に
よ
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
る
と
、
柴
田
は
「
日
宗
教
義
の
一
班
」、
山
崎
は
「
禅
宗
と
は
何
ぞ
や
」、
同
志
社
か
ら
留
学
し
て
い
た
村
田
勤
が
「
キ
リ

ス
ト
教
の
立
場
よ
り
真
宗
を
論
ず
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察
し
た
あ
と
、
同
年
九
月
十
五
日
に
帰
国
し
て
い
る（

（4
（

。

　

ラ
ッ
ド
は
イ
エ
ー
ル
大
学
哲
学
部
で
カ
ン
ト
を
中
心
に
研
究
・
教
授
し
た
哲
学
者
、
ま
た
心
理
学
者
、
神
学
者
で
、
親
日
家
と
し

て
も
知
ら
れ
、
日
本
人
留
学
生
の
た
め
に
奨
学
金
を
設
け
、
自
ら
も
学
資
を
援
助
す
る
な
ど
、
そ
の
受
け
入
れ
に
き
わ
め
て
積
極
的

な
人
物
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
ド
に
師
事
し
た
松
本
亦
太
郎
は
、「
日
本
学
生
で
ラ
ツ
ド
教
授
の
講
義
や
演
習
に
或
る
期
間
出
席
し
其
教

を
受
け
た
品
性
上
の
薫
陶
を
受
け
た
も
の
は
甚
だ
多
い
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
実
際
、
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
森
田
久
万

人
（
の
ち
、
同
志
社
神
学
校
教
授
）、
浮
田
和
民
（
の
ち
、
早
稲
田
大
学
教
授
）、
小
崎
弘
道
（
当
時
、
同
志
社
社
長
）、
三
宅
亥
四
郎
（
の

ち
、
早
稲
田
大
学
教
授
）
な
ど
も
、
柴
田
と
同
時
期
に
ラ
ッ
ド
に
師
事
し
て
い
る（

（4
（

。
ラ
ッ
ド
自
身
、
一
八
九
二
年
、
一
八
九
九
年
、

一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
、
と
三
度
の
来
日
を
果
た
し
、
勲
二
等
旭
日
重
光
章
を
授
与
さ
れ
た（

（4
（

。
田
中
が
際
会
し
た
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イ
エ
ー
ル
大
学
創
立
二
〇
〇
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
伊
藤
博
文
と
鳩
山
和
夫
に
名
誉
博
士
号
が
授
与
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
等
へ

の
授
与
を
斡
旋
し
た
の
も
ラ
ッ
ド
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

柴
田
は
、
宗
教
哲
学
と
い
う
専
門
分
野
は
も
と
よ
り
、
ラ
ッ
ド
の
こ
う
し
た
親
日
的
な
姿
勢
に
期
待
し
て
、
師
事
す
る
こ
と
と
な

り
、
ラ
ッ
ド
も
こ
れ
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
崎
も
哲
学
を
専
攻
し
、
ま
た
柴
田
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は

り
ラ
ッ
ド
に
師
事
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
柴
田
と
同
時
期
に
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
、
ラ
ッ
ド
に
学
ん
だ
河
邊

治
六
（
の
ち
、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）（

（5
（

は
、「
彼
の
哲
学
的
思
索
は
基
督
教
か
ら
入
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
終
ま
で
基
督
教
主
義
を
離

れ
な
か
つ
た
。
彼
は
自
己
の
宗
教
の
忠
義
な
る
擁
護
者
で
あ
つ
た
…
…
そ
の
思
想
と
い
ひ
人
格
と
い
ひ
比
較
的
に
保
守
的
色
彩
を
帯

び
穏
健
着
実
で
あ
つ
た
か
ら
、
当
時
米
国
で
優
勢
で
あ
つ
た
や
ゝ
保
守
に
傾
い
た
思
想
界
か
ら
非
常
に
重
ぜ
ら
れ
た
も
偶
然
で
な

い
」
と
ラ
ッ
ド
を
評
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
う
し
た
宗
教
的
、
保
守
的
影
響
を
、
柴
田
も
多
分
に
受
け
た
に
違
い
な
い
。
な
お
、
柴
田
は
帰

国
後
も
ラ
ッ
ド
と
の
交
際
を
続
け
て
お
り
、
一
九
〇
四
年
に
は
、
柴
田
訳
に
よ
る
ラ
ッ
ド
の
講
演
筆
記
が
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

田
中
も
ラ
ッ
ド
と
接
点
が
あ
り
、
一
九
一
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
欧
米
視
察
に
出
か
け
た
際
に
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
を
訪
問
し
、

ラ
ッ
ド
の
家
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
留
学
中
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
田
中
に
よ
る
と
、
そ
こ
は
伊
藤
が
式
典

出
席
の
際
に
泊
ま
っ
た
家
で
あ
り
、「
夫
婦
共
非
常
な
日
本
贔
屓
で
夫
人
は
復
日
本
に
行
き
度
く
て
ホ
ー
ム
シ
ツ
ク
に
罹
つ
て
居
る

と
語
ら
れ
、
家
中
一
杯
に
飾
つ
て
あ
る
日
本
の
美
術
品
に
就
て
一
々
説
明
し
て
聞
か
せ
ら
れ
た
が
、
日
本
で
も
容
易
に
見
ら
れ
ぬ
貴

重
な
陶
器
や
紺
地
金
泥
の
古
写
経
抔
が
あ
つ
た
。
朝
な
ど
は
ラ
ツ
ド
博
士
が
筒
袖
の
糸
織
の
着
物
を
着
て
、
縮
緬
の
兵
児
帯
を
締
め

て
出
て
来
る
こ
と
も
あ
つ
た
」
と
い
う
。
ま
た
、
当
時
イ
エ
ー
ル
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
朝
河
貫
一
が
ラ
ッ
ド
宅
の
夕
食
に
招
か
れ

る
と
、
ラ
ッ
ド
は
朝
河
に
「
日
本
の
利
益
と
な
る
べ
き
書
類
や
新
聞
の
切
抜
を
示
し
、
自
分
の
健
康
が
許
す
な
ら
ば
之
を
纏
め
て
一

冊
の
本
に
し
た
い
が
其
れ
も
叶
わ
ぬ
」
と
し
て
、
こ
れ
を
基
礎
に
博
士
論
文
を
書
く
学
生
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
と
い
う
。
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田
中
は
こ
れ
を
み
て
、「
博
士
が
日
本
を
思
ふ
こ
と
の
厚
き
実
に
感
謝
に
堪
へ
ぬ
次
第
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る（

（5
（

。
ラ
ッ
ド
が
、
日

本
と
イ
エ
ー
ル
、
ま
た
慶
應
義
塾
と
イ
エ
ー
ル
を
結
び
つ
け
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

な
お
、
柴
田
は
日
蓮
宗
の
正
式
な
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
出
発
に
際
し
て
は
日
蓮
宗
青
年
同
志
会
や
日
蓮
宗
大
檀
林

有
志
ら
に
よ
る
送
別
会
、
告
別
演
説
会
が
開
か
れ
、
日
蓮
宗
管
長
か
ら
法
華
経
と
折
五
条
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
日
蓮
宗
か
ら
経
済
的

な
援
助
が
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い（

（5
（

。

　

柴
田
と
山
崎
の
留
学
の
あ
と
、
慶
應
義
塾
か
ら
の
留
学
生
は
、
専
ら
経
済
学
を
学
び
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
そ
の
経
緯
や
背
景
は
不
明
だ
が
、
例
え
ば
鈴
木
市
之
助
は
イ
エ
ー
ル
で
経
済
学
を
学
ん
で
帰
国
後
、
旭
電
化
工
業
の
常
務
に

就
任
、
社
長
を
務
め
て
お
り（

（5
（

、
同
時
期
に
や
は
り
イ
エ
ー
ル
で
経
済
学
を
専
攻
し
た
藤
山
九
一
は
、
帰
国
後
に
日
東
化
工
の
監
査
役

と
な
っ
て
い
る（

（5
（

。
経
済
界
で
の
活
躍
を
目
指
し
て
、
イ
エ
ー
ル
で
経
済
学
を
学
ん
だ
人
々
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
外
は
、
高

橋
政
次
郎
と
岡
本
謙
三
郞
で
、
こ
の
う
ち
高
橋
は
、
一
八
八
八
年
二
月
十
五
日
に
慶
應
義
塾
に
入
り（

（5
（

、
一
九
〇
〇
年
九
月
ま
で
学
ん

で
渡
米
、
一
九
〇
一
年
に
ロ
ー
ウ
ェ
ル
高
校
、
一
九
〇
四
年
に
ミ
ル
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
し
、
一
九
〇
六
年
か
ら
イ
エ
ー
ル
大

学
で
歴
史
学
を
専
攻
し
た（

（5
（

。
あ
え
て
歴
史
学
を
学
ん
だ
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
中
等
教
育
段
階
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た

こ
と
が
、
ほ
か
の
留
学
生
と
の
相
違
点
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

高
橋
の
イ
エ
ー
ル
大
学
在
学
中
に
、
慶
應
義
塾
派
遣
留
学
生
と
し
て
イ
エ
ー
ル
に
入
学
し
た
岡
本
謙
三
郞
は
、
一
八
八
三
年
に
福

沢
諭
吉
の
側
近
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
本
貞
烋
の
次
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
、
芝
区
三
田
南
海
小
学
校
を
経
て
、
一
八
九
七
年
四
月

に
慶
應
義
塾
普
通
部
に
入
学
、
大
学
部
で
は
当
初
は
法
律
科
に
属
し
た
が
、
文
学
科
に
転
じ
、
一
九
〇
七
年
三
月
に
文
学
科
を
卒
業

後
、
同
年
七
月
に
イ
エ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た（

（5
（

。
義
塾
在
学
中
か
ら
主
に
英
国
の
古
代
文
学
を
研
究
し
た
が
、
絵
画
に
も
詳
し
か
っ
た
。

友
人
の
山
下
吉
三
郎
と
安
藤
復
蔵
に
よ
る
と
、
イ
エ
ー
ル
を
修
了
後
、
英
国
に
行
っ
て
ロ
ン
ド
ン
の
図
書
館
で
英
文
学
書
を
読
む
傍

ら
、
美
術
館
に
足
を
運
ん
で
い
た
と
い
う（

（6
（

。
や
は
り
友
人
の
下
田
将
美
も
、
岡
本
の
「
文
学
観
は
絵
画
と
切
り
離
し
て
考
へ
る
こ
と
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は
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
」
と
し
た
上
で
、
イ
エ
ー
ル
で
は
英
文
学
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ
ス
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

な
ど
の
詩
に
関
心
を
寄
せ
、
ス
ピ
ノ
ザ
や
デ
カ
ル
ト
の
思
想
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
と
い
う
。
修
士
論
文
の
タ
イ
ト

ル
は
「
詩
の
理
論
」
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
九
年
十
二
月
に
帰
国
後
、
翌
月
に
慶
應
義
塾
大
学
部
教
授
と
な
り
、
古
典
英
文
学
の
研
究

に
従
事
し
た
が
、
す
ぐ
に
病
に
伏
し
て
し
ま
い
、
一
九
一
二
年
十
月
一
日
に
没
し
た（

（6
（

。
死
去
し
た
際
、
イ
エ
ー
ル
で
英
文
学
を
教
え

て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
L
・
フ
ェ
ル
プ
ス
教
授
か
ら
貞
烋
に
、「
小
生
は
御
令
息
の
麗
は
し
き
御
心
情
と
才
芸
と
を
敬
し
、
そ
の
人

格
を
愛
し
居
り
候
」
と
い
っ
た
手
紙
が
届
い
て
い
る
の
で
、
イ
エ
ー
ル
で
は
主
に
フ
ェ
ル
プ
ス
に
師
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（6
（

。

　

こ
の
た
め
、
帰
国
後
の
業
績
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
留
学
中
に
、
岡
本
は
「
エ
ー
ル
大
学
生
活
」
と
題
す
る
文
章
を

『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
岡
本
は
、
日
本
や
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
近
況
や
、
ハ
ー
バ
ー
ド
と
比
較
し
た
イ

エ
ー
ル
の
校
風
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
、「
小
生
は
エ
ー
ル
学
生
々
活
を
知
る
便
利
上Student ap

マ
マ

partm
ent

に
下
宿
致
居
候
。
同

宿
の
学
生
の
多
く
はFreshm

en
か
或
はJunior

に
て
、
小
生
が
一
番
の
先
輩
な
る
に
は
少
し
く
恐
縮
致
し
居
候
。
彼
等
は
小
生

を
呼
ん
でO

ld Boy!

と
申
し
候
。
種
々
面
白
き
校
風
な
ど
知
る
事
を
得
大
に
愉
快
に
感
じ
申
候
」
な
ど
と
、
寄
宿
舎
生
活
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
る（

（6
（

。
四
、
む
す
び
―
―
留
学
の
成
果
・
意
義

　

世
紀
転
換
期
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
慶
應
義
塾
関
係
者
の
う
ち
、
帰
国
後
に
活
躍
し
た
の
は
政
尾
や
田
中
、
柴
田
な
ど
に
限

ら
れ
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
原
田
助
、
小
崎
弘
道
、
横
井
時
雄
、
牧
野
虎
次
と
い
う
四
名
の
、
社
長
・
総
長
を
務
め
る
人
材
を
送
り
出
し

た
同
志
社
と
比
べ
る
と
、
地
味
な
印
象
は
否
め
な
い
。
明
治
期
の
イ
エ
ー
ル
留
学
者
の
総
数
も
、
同
志
社
出
身
者
は
三
十
二
名
に

上
っ
て
い
る（

（6
（

。
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た
だ
、
政
尾
の
民
法
学
、
田
中
の
社
会
学
、
柴
田
の
哲
学
の
継
受
に
よ
る
、
法
整
備
支
援
や
社
会
学
お
よ
び
哲
学
研
究
・
教
育
へ

の
貢
献
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
留
学
の
意
義
と
し
て
、
見
過
ご
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

　

香
川
氏
は
、
政
尾
が
シ
ャ
ム
の
立
法
作
業
や
司
法
制
度
の
改
革
、
法
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
点
を
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ

を
可
能
に
し
た
の
は
、
日
本
法
を
英
語
に
訳
し
、
シ
ャ
ム
の
立
法
化
に
利
用
で
き
た
と
い
う
、
政
尾
の
学
識
と
語
学
力
で
あ
っ
た（

（6
（

。

そ
の
意
味
で
、
ア
メ
リ
カ
留
学
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
政
尾
が
義
塾
に
い
た
の
は
短
期
間
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
後
は
東

京
専
門
学
校
や
東
京
帝
国
大
学
の
人
脈
を
頼
っ
て
い
る
の
で
、
義
塾
の
留
学
生
と
し
て
の
位
置
付
け
は
難
し
い
。

　

一
方
、
田
中
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
か
ら
派
遣
さ
れ
、
義
塾
の
教
授
と
し
て
社
会
学
と
図
書
館
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
川
合
氏

は
、「
田
中
一
貞
の
社
会
学
観
、
社
会
学
論
」
に
つ
い
て
、「
当
時
の
東
京
帝
大
の
建
部
遯
吾
ら
の
国
家
有
機
体
説
を
軸
と
す
る
社
会

学
観
と
対
比
し
て
、
む
し
ろ
個
人
間
の
関
係
を
根
本
現
象
と
し
て
重
視
、
個
人
の
社
会
関
係
を
基
礎
と
す
る
社
会
学
に
お
け
る
心
理

学
的
社
会
学
と
い
う
新
た
な
学
問
傾
向
を
推
し
進
め
、
ま
た
塾
の
社
会
学
の
中
心
的
存
在
を
担
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る（

（6
（

。
寺
川
隆

一
郎
氏
は
、
こ
う
し
た
個
人
主
義
的
な
社
会
学
説
は
、「
サ
ム
ナ
ー
、
タ
ル
ド
ゆ
ず
り
」
の
も
の
だ
と
指
摘
し
、「
田
中
が
監
督
に
就

任
し
て
か
ら
の
図
書
館
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
」
と
し
て
、
慶
應
義
塾
図
書
館
発
展
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
も
強
調
す
る（

（6
（

。

　

田
中
と
共
に
留
学
し
た
柴
田
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
在
学
中
の
一
九
〇
二
年
に
日
蓮
の
立
教
開
宗
か
ら
六
五
〇
年
を
迎
え
た
。
日
蓮

宗
内
で
は
こ
れ
を
契
機
と
し
た
様
々
な
改
革
案
が
練
ら
れ
、
特
に
教
育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
柴
田
の
派
遣
は
そ
の
一
環

で
あ
っ
た（

（6
（

。
柴
田
自
身
が
イ
エ
ー
ル
で
修
士
号
を
得
て
帰
国
し
、
そ
の
後
日
蓮
宗
大
学
林
中
等
科
教
頭
な
ど
を
務
め
た
こ
と
は
、
こ

う
し
た
日
蓮
宗
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
慶
應
義
塾
で
は
大
学
部
の
教
授
と
し
て
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九

〇
六
年
に
か
け
て
「
哲
学
概
論
」
を
担
当
し
て
お
り（

（6
（

、
ラ
ッ
ド
か
ら
学
ん
だ
カ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
哲
学
を
講
じ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
先
述
の
河
邊
も
、
帰
国
後
に
慶
應
義
塾
大
学
部
教
授
と
な
っ
て
「
哲
学
概
論
」
や
「
倫
理
学
」
な
ど
を
教
え
、
ラ
ッ
ド
哲

学
の
系
譜
を
受
け
継
い
で
い
る（

（7
（

。
彼
等
の
留
学
経
験
は
、
義
塾
の
哲
学
教
育
・
研
究
史
を
考
え
る
上
で
、
無
視
で
き
な
い（

（7
（

。
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詩
と
哲
学
の
関
係
を
探
究
し
た
岡
本
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
時
代
に
も
画
家
と
し
て
多
く
の
作
品
を
描
い
て
お
り
、
留
学
の
前
後
に

は
美
術
論
も
書
き
残
し
て
い
る（

（7
（

。
帰
国
後
の
入
院
中
、
一
九
一
一
年
に
記
し
た
論
文
で
は
、
タ
ー
ナ
ー
の
風
景
画
を
分
析
し
て
、
そ

こ
に
「
他
の
画
家
に
一
寸
見
ら
れ
ぬ
だ
け
の
分
量
で
時
間
の
感
が
あ
る
」
と
評
し
た（

（7
（

。
フ
ェ
ル
プ
ス
は
、「
御
令
息
の
彩
管
に
成
り

し
絵
画
は
今
猶
茲
に
あ
り
て
、
深
く
賞
讃
致
居
候
。
御
令
息
は
誠
の
世
界
の
市
民
、
全
き
紳
士
と
常
に
見
受
け
ら
れ
、
且
つ
良
家
の

子
弟
に
し
て
善
良
な
る
教
養
を
う
け
ら
れ
た
る
事
も
承
知
致
し
居
り
候
。
小
生
は
わ
が
命
の
あ
ら
ん
限
り
そ
の
面
影
を
忘
る
ま
じ
く

小
生
が
此
世
に
別
れ
て
逝
か
ん
日
に
は
必
ず
か
の
世
に
て
再
会
す
べ
き
を
露
疑
は
ず
候
」
と
貞
烋
に
伝
え
て
い
る（

（7
（

。
夭
折
し
な
け
れ

ば
、
英
文
学
者
や
画
家
、
美
術
評
論
家
、
哲
学
者
と
し
て
、
歴
史
に
名
を
と
ど
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

イ
エ
ー
ル
大
学
は
、
東
京
大
学
と
の
間
で
二
〇
〇
七
年
に
「T

odai-Y
ale Initiative

」
を
設
立
し
て
協
力
関
係
を
築
き
、
早
稲

田
大
学
も
ま
た
、
そ
の
卒
業
生
で
あ
る
朝
河
貫
一
が
イ
エ
ー
ル
で
日
本
人
と
し
て
初
の
教
授
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
浅
か
ら
ぬ

関
係
に
あ
る
。
し
か
し
明
治
史
を
顧
み
る
と
、
ラ
ッ
ド
を
し
て
「
同
志
社
と
エ
ー
ル
大
学
の
間
に
親
密
な
る
関
係
を
生
じ
た
る
を
祝

す
（
（7
（

」
と
言
わ
し
め
た
の
は
同
志
社
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に
続
く
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
の
は
慶
應
義
塾
で
あ
っ
た（

（7
（

。
こ
れ
も
ま
た
一

つ
の
歴
史
的
遺
産
と
し
て
、
顧
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

一
八
八
九
年
四
月
日
未
詳
付
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
六
巻
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
一
三
三
～
一
三
六
頁
、「
慶
應
義
塾
大
学
部
の
設
置
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
六
巻
）、
四
〇
五
～

四
〇
七
頁
、「
三
人
の
招
聘
外
国
人
教
師
」（
福
沢
諭
吉
事
典
編
集
委
員
会
編
『
福
沢
諭
吉
事
典
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
五
九

～
一
六
〇
頁
。
大
学
部
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
清
岡
暎
一
編
／
訳
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
―
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
よ
り
の
新
資

料
』（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
三
年
）、
白
井
堯
子
『
福
沢
諭
吉
と
宣
教
師
た
ち
―
知
ら
れ
ざ
る
明
治
期
の
日
英
関
係
』（
未
來
社
、
一
九
九

九
年
）、
な
ど
も
参
照
。

（
2
）　

ウ
ィ
グ
モ
ア
に
つ
い
て
は
、
岩
谷
十
郎
「
ウ
ィ
グ
モ
ア
の
法
律
学
校
―
明
治
中
期
一
ア
メ
リ
カ
人
法
律
家
の
試
み
」（『
法
学
研
究
』
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第
六
九
巻
一
号
、
一
九
九
六
年
一
月
）、
岩
谷
十
郎
「
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
グ
モ
ア
の
残
し
た
二
つ
の
契
約
書
―
「
日
本
関
連
文

書
」
の
構
造
と
そ
の
研
究
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
一
三
巻
、
一
九
九
七
年
三
月
）、
岩
谷
十
郎
「
福
沢
諭
吉
と
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・

ウ
ィ
グ
モ
ア
―
法
律
専
門
教
育
を
め
ぐ
る
二
つ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」（
安
西
敏
三
・
岩
谷
十
郎
・
森
征
一
編
著
『
福
沢
諭
吉
の
法
思
想
―
視

座
・
実
践
・
影
響
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
西
川
俊
作
「
Ｇ
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
履

歴
と
業
績
」（『
三
田
商
学
研
究
』
第
二
六
巻
一
号
、
一
九
八
三
年
四
月
）、
池
田
幸
弘
「
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
経
済
学
―

ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
と
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
一
四
巻
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
池
田
幸
弘
「
ギ
ャ
レ
ッ

ト
・
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
と
ド
イ
ツ
経
済
思
想
」（
池
田
幸
弘
・
小
室
正
紀
編
著
『
近
代
日
本
と
経
済
学
―
慶
應
義
塾
の
経
済
学
者
た
ち
』
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）、
リ
ス
カ
ム
に
つ
い
て
は
、
土
屋
博
政
『
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
福
沢
諭
吉
―U

nitarian

＝
自
由
キ
リ

ス
ト
教
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
附
論
「
ウ
イ
リ
ア
ム
・
リ
ス
カ
ム
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
主
義
」
な
ど
、
参
照
。

（
3
）　

都
倉
武
之
「
慶
應
義
塾
史
上
の
ハ
ー
バ
ー
ド
―
両
者
を
結
ん
だ
人
々
」（『
三
田
評
論
』
第
一
一
八
九
号
、
二
〇
一
五
年
五
月
）、
六

四
～
七
〇
頁
。

（
4
）　

松
本
亦
太
郎
「
ラ
ッ
ド
教
授
を
追
憶
す
」（『
心
理
研
究
』
第
二
〇
巻
一
一
八
号
、
一
九
二
一
年
）、
二
五
〇
頁
。

（
5
）　

新
渡
戸
稲
造
著
／
木
下
菊
人
訳
『
日
米
関
係
史
』（
新
渡
戸
稲
造
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
一
七
巻
、
教
文
館
、

一
九
八
五
年
）、
五
四
〇
～
五
四
一
頁
。

（
6
）　

杉
井
六
郎
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」（『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
一
三
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）、
九
三
頁
。
ち
な
み
に
、
第
三

位
は
早
稲
田
、
第
四
位
は
東
京
帝
国
大
学
、
第
五
位
は
東
北
学
院
、
と
な
っ
て
い
る
（
同
前
）。
同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
7
）　

辻
直
人
「
慶
應
義
塾
海
外
留
学
生
の
派
遣
実
態
と
そ
の
意
義
」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
〇
巻
、
二
〇
一
四
年
二
月
）、
一
二
八
～

一
三
二
頁
。

（
8
）　

慶
應
義
塾
で
は
、
一
八
七
三
年
三
月
に
卒
業
制
度
が
設
け
ら
れ
た
（
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
一
〇
〇
年
史
』
上
巻
、
慶
應
義
塾
、

一
九
五
八
年
、
四
一
一
～
四
六
一
頁
）。
本
稿
で
は
、
卒
業
制
度
成
立
前
に
義
塾
を
出
た
者
、
ま
た
成
立
後
の
卒
業
生
、
お
よ
び
退
学
、

除
籍
と
な
っ
た
者
も
含
め
て
検
討
対
象
と
す
る
た
め
、
彼
等
を
慶
應
義
塾
関
係
者
と
呼
び
、
そ
の
基
準
を
、
義
塾
に
入
学
・
在
籍
し
た
者

と
す
る
。
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（
9
）　
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」（
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」）、
七
二
～
九
一
頁
。
英
文
で
、
氏
名
や
出
身
地
、
日
本
で
の
最

終
学
歴
、
イ
エ
ー
ル
入
学
・
在
籍
年
度
、
所
属
学
部
・
学
科
、
下
宿
先
、
取
得
学
位
、
典
拠
文
献
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
全
六
巻
・
索
引
（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
）。
氏
名
や
慶
應
義
塾
へ
の

入
学
年
月
、
本
籍
、
保
証
人
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　

慶
應
義
塾
塾
監
局
『
慶
應
義
塾
塾
員
姓
名
録
』（
一
九
〇
五
年
八
月
～
一
九
一
〇
年
八
月
）、
慶
應
義
塾
塾
監
局
『
慶
應
義
塾
塾
員
名

簿
』（
一
九
一
一
年
九
月
）。

（
12
）　
「
卒
業
生
名
簿
」（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書　

福
沢
諭

吉
と
慶
應
義
塾
（
収
録
文
書
目
録
第
三
分
冊
・
慶
應
義
塾
関
係
資
料
（
二
））』
雄
松
堂
、
一
九
九
一
年
、K

5

―A
01

―01‌

）。

（
13
）　
「
学
籍
簿
」（
慶
應
義
塾
大
学
学
生
部
所
蔵
）。
瀬
川
は
、
一
九
〇
二
年
五
月
に
慶
應
義
塾
大
学
部
入
学
、
一
九
〇
四
年
一
〇
月
に

「
渡
米
ノ
為
メ
退
学
」
し
て
お
り
、
栁
は
一
九
〇
三
年
九
月
に
慶
應
義
塾
大
学
部
入
学
、
一
九
〇
七
年
二
月
に
除
籍
さ
れ
て
い
る
（
同
前
）。

な
お
、
村
山
鉄
次
郎
「
わ
が
国
の
体
操
の
歴
史
―
特
に
昭
和
初
期
ま
で
の
器
械
体
操
に
つ
い
て
（
そ
の
1
）
明
治
時
代
の
体
操
の
展
開
」

（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
二
二
〇
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）
に
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
に
転
校
し
た
人
物
と
し
て
慶
應
義
塾
器
械
体

操
部
員
の
瀬
川
巌
の
名
が
あ
る
（
一
五
頁
）。
渡
米
し
て
ま
ず
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
入
り
、
イ
エ
ー
ル
に
転
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　

拙
稿
「
初
代
日
銀
総
裁
・
吉
原
重
俊
の
思
想
形
成
と
政
策
展
開
」（『
法
学
研
究
』
第
八
七
巻
九
号
、
二
〇
一
四
年
九
月
）、
参
照
。

（
15
）　

津
田
・
箕
作
・
岡
部
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
津
田
純
一
の
米
国
留
学
―
イ
エ
ー
ル
大
学
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
所
蔵
資
料
か
ら
」

（『
福
沢
手
帖
』
第
一
八
八
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、
一
～
一
〇
頁
、
溝
口
元
「
動
物
学
者
箕
作
佳
吉
、
谷
津
直
秀
の
滞
米
在
学
記
録
に

つ
い
て
」（『
生
物
学
史
研
究
』
第
六
四
号
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）、
六
五
～
七
五
頁
、
拙
著
『
評
伝　
岡
部
長
職
―
明
治
を
生
き
た
最
後

の
藩
主
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
四
六
～
一
五
六
頁
、
な
ど
参
照
。
明
治
初
期
の
イ
エ
ー
ル
日
本
人
留
学
生
に
つ

い
て
は
、
北
口
由
望
「
明
治
初
期
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
日
本
人
留
学
生
―
田
尻
稲
次
郎
が
学
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
（
一
）（
二
）」

（『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第
六
・
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
・
二
〇
一
八
年
三
月
）、
も
参
照
。

（
16
）　
「
維
持
資
金
借
り
入
れ
運
動
の
失
敗
」「
廃
塾
宣
言
」「
慶
應
義
塾
維
持
法
案
」（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
事
典
』）、
一
四
七
～
一
四
九
頁
。

（
17
）　

イ
エ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
。
同
資
料
に
つ
い
て
は
、
増
井
由
紀
美
「
朝
河
貫
一
―
自
覚
あ
る
「
国
際
人
」
明
治
末
か
ら
大
正
に
か

け
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
見
る
日
本
人
研
究
者
事
情
」（『
敬
愛
大
学
国
際
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）、
参
照
。
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（
18
）　

前
掲
「
慶
應
義
塾
海
外
留
学
生
の
派
遣
実
態
と
そ
の
意
義
」、
一
三
七
～
一
四
三
頁
。

（
19
）　

前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」、
八
〇
、
八
九
頁
。
な
お
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
八
九
七
年
に
か
け
て
、
イ
エ
ー
ル
大
学

出
身
の
弁
護
士
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｔ
・
テ
リ
ー
が
慶
應
義
塾
大
学
部
理
財
科
・
法
律
科
で
教
鞭
を
執
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
、
義
塾

の
学
生
が
イ
エ
ー
ル
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
（
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編

『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
2　
基
礎
資
料
編　
教
職
員
・
教
育
体
制
資
料
集
成
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
六
年
、
七
六
〇
、
一
二
六
四

～
一
二
六
五
頁
、
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
一
〇
〇
年
史
』
別
巻
（
大
学
編
）、
慶
應
義
塾
、
一
九
六
二
年
、
四
三
九
～
四
四
〇
頁
）。
テ

リ
ー
の
業
績
や
講
義
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
は
、
東
京
帝
大
で
授
業
を
受
け
て
い
た
高
柳
賢
三
に
よ
る
追
想
な
ど
が
あ
る
（
高
柳
賢
三

「
ヘ
ン
リ
・
Ｔ
・
テ
リ
イ
先
生
の
追
想
」
高
柳
賢
三
『
米
英
の
法
律
思
潮
』
海
口
書
店
、
一
九
四
八
年
、
三
一
五
～
三
二
二
頁
、「
高
柳
賢

三
先
生
に
き
く
（
一
）
―
日
本
に
お
け
る
英
米
法
研
究
の
足
跡
を
た
ど
る
（
聞
き
手
：
伊
藤
正
己
・
田
中
英
夫
）」『
書
斎
の
窓
』
第
九
七

号
、
一
九
六
二
年
一
月
、
一
～
五
頁
）。

（
20
）　

前
掲
「
慶
應
義
塾
海
外
留
学
生
の
派
遣
実
態
と
そ
の
意
義
」、
一
三
二
～
一
四
三
頁
。

（
21
）　

香
川
孝
三
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
22
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
四
巻
、
一
七
頁
。

（
23
）　

前
掲
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』、
六
～
二
六
頁
。
東
京
専
門
学
校
で
は
、
一
八
八
七
年
に
英
学
科
か
ら

は
じ
め
て
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
政
尾
の
留
学
志
望
の
一
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
香
川
氏
は
指

摘
し
て
い
る
（
同
前
、
二
七
～
二
八
頁
）。
当
時
の
東
京
専
門
学
校
か
ら
の
英
米
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
武
田
勝
彦
「
東
京
専
門
学
校
海

外
留
学
生
の
航
跡
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
二
八
号
、
一
九
九
六
年
九
月
）、
七
七
～
一
〇
八
頁
、
参
照
。
ま
た
、
今
村
賢
司
氏
は
、

喜
多
学
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
青
山
彦
太
郎
の
影
響
で
ア
メ
リ
カ
留
学
を
希
望
し
た
と
す
る
（
今
村
賢
司
「
法
学
博
士
・
政
尾
藤
吉
の
生

涯
を
た
ど
る
」『
温
古
』
復
刊
第
三
一
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
四
頁
）。

（
24
）　

松
本
亦
太
郎
「
エ
ー
ル
在
学
中
の
政
尾
博
士
」（
政
尾
隆
二
郎
編
『
政
尾
藤
吉
追
悼
録
』
政
尾
隆
二
郎
、
一
九
二
二
年
）、
二
七
～
二

八
頁
。

（
25
）　

三
木
栄
「
政
尾
公
使
伝
」（
前
掲
『
政
尾
藤
吉
追
悼
録
』）、
八
頁
。

（
26
）　

前
掲
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』、
二
八
～
四
四
頁
。
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（
27
）　

前
掲
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』、
六
二
～
七
四
頁
、
前
掲
「
法
学
博
士
・
政
尾
藤
吉
の
生
涯
を
た
ど
る
」、

五
～
六
頁
。

（
28
）　

詳
し
く
は
、
前
掲
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』、
七
四
頁
以
下
、
香
川
孝
三
「
政
尾
藤
吉
の
業
績
と
現
代

の
法
整
備
支
援
事
業
と
の
比
較
」（『
ア
ジ
ア
法
研
究
二
〇
〇
九
』
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）、
五
一
～
五
六
頁
、
飯
田
順
「
タ
イ

法
の
発
展
と
政
尾
藤
吉
」（『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
一
一
二
一
号
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
一
五
日
）、
一
〇
二
頁
、
前
掲
「
法
学
博
士
・
政
尾

藤
吉
の
生
涯
を
た
ど
る
」、
五
～
一
二
頁
、
な
ど
参
照
。
な
お
、
政
尾
は
一
九
〇
〇
年
五
月
に
帰
国
し
た
際
、
東
京
帝
大
の
穂
積
陳
重
と

梅
謙
次
郎
か
ら
博
士
論
文
を
提
出
す
る
よ
う
薦
め
ら
れ
、
一
九
〇
三
年
に
「
シ
ャ
ム
の
古
代
法
に
関
す
る
研
究
」
と
題
す
る
論
文
で
、
法

学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』、
九
八
～
九
九
頁
）。

（
29
）　

川
合
隆
男
『
近
代
日
本
社
会
学
の
展
開
―
学
問
運
動
と
し
て
の
社
会
学
の
制
度
化
』（
恒
星
社
厚
生
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
第
四
章

「
慶
應
義
塾
初
代
社
会
学
教
授　

田
中
一
貞
」。

（
30
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
四
巻
、
一
六
三
頁
。

（
31
）　

前
掲
『
近
代
日
本
社
会
学
の
展
開
―
学
問
運
動
と
し
て
の
社
会
学
の
制
度
化
』、
一
七
三
～
一
七
八
頁
。
林
と
田
中
に
義
塾
か
ら
支

給
さ
れ
た
留
学
費
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
一
〇
〇
年
史
』
中
巻
（
前
）（
慶
應
義
塾
、
一
九
六
〇
年
）、
三
二
二

頁
、
渡
辺
實
『
近
代
日
本
海
外
留
学
生
史
』
下
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、
八
一
九
頁
、
参
照
。
田
中
が
留
学
中
に
日
本
に
送
ろ
う
と

し
た
絵
葉
書
の
下
書
き
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
下
宿
先
の
「
婆
さ
ん
は
私
の
学
費
を
吹
き
散
ら
し
て
ゐ
る
始
末
」
と
あ
り
、「
学
資

の
件
…
…
慶
應
よ
り
の
輔
助
に
あ
ら
ざ
れ
ば
他
よ
り
は
一
切
借
用
し
た
い
と
は
存
し
ま
せ
ん
」
と
の
苦
悩
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
（「
田
中

一
貞
家
旧
蔵
資
料
」
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
、
受
入
番
号
・K

1100127

）。

（
32
）　

前
掲
「
慶
應
義
塾
海
外
留
学
生
の
派
遣
実
態
と
そ
の
意
義
」、
一
二
五
～
一
二
七
頁
、
前
掲
『
近
代
日
本
海
外
留
学
生
史
』
下
、
七

九
四
～
七
九
五
頁
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
一
〇
〇
年
史
』
中
巻
（
前
）、
三
二
三
頁
。

（
33
）　

前
掲
『
近
代
日
本
社
会
学
の
展
開
―
学
問
運
動
と
し
て
の
社
会
学
の
制
度
化
』、
一
七
八
～
一
八
五
頁
。

（
34
）　

前
掲
『
近
代
日
本
社
会
学
の
展
開
―
学
問
運
動
と
し
て
の
社
会
学
の
制
度
化
』、
一
七
八
～
一
九
三
頁
。

（
35
）　

田
中
一
貞
「
エ
ー
ル
大
学
二
〇
〇
年
祭
の
状
況
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
四
七
号
、
一
九
〇
一
年
一
二
月
、
四
一
～
四
三
頁
。

（
36
）　

田
中
一
貞
「
大
西
洋
横
断
日
記
」（『
さ
ゝ
や
き
』
第
一
巻
五
号
、
一
九
〇
八
年
一
一
月
）、
二
〇
頁
。
こ
う
し
た
イ
エ
ー
ル
へ
の
愛
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着
か
ら
か
、
帰
国
後
、
田
中
は
「
ヱ
ー
ル
大
学
同
窓
会
幹
事
」
を
務
め
て
お
り
、
一
九
一
五
年
二
月
に
は
、
浮
田
和
民
と
田
尻
稲
次
郎
か

ら
欠
席
を
知
ら
せ
る
葉
書
が
届
い
て
い
る
（
前
掲
「
田
中
一
貞
家
旧
蔵
資
料
」、
受
入
番
号
・K

1100125

）。

（
37
）　

安
中
尚
史
「
近
代
日
蓮
宗
の
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）。

（
38
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
四
巻
、
四
四
三
頁
。

（
39
）　

丸
山
信
『
福
沢
諭
吉
門
下
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
五
年
）、
一
七
四
頁
。

（
40
）　

前
掲
「
近
代
日
蓮
宗
の
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
二
五
〇
～
二
五
一
頁
。

（
41
）　

前
掲
「
近
代
日
蓮
宗
の
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
二
五
一
～
二
五
二
頁
。
柴
田
の
、
新
橋
出
発
か
ら
横
浜
出
航
、
太
平
洋

横
断
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
柴
田
一
能
「
渡
米
雑
記
」（
禅
文
化
研
究
所
編
『
禅
僧
留
学
事
始
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
、
三
一

七
～
三
二
五
頁
）、
参
照
。
初
出
は
『
日
宗
新
報
』
第
七
八
二
号
、
一
九
〇
一
年
七
月
八
日
。
ビ
ク
ト
リ
ア
港
到
着
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ま
で
の
旅
程
に
つ
い
て
は
、
柴
田
一
能
「
北
米
大
陸
横
断
の
記
」（
前
掲
『
禅
僧
留
学
事
始
』、
三
二
六
～
三
四
五
頁
）、
参
照
。
初
出
は

『
日
宗
新
報
』
第
七
八
四
・
七
八
八
・
七
八
九
号
、
一
九
〇
一
年
七
月
二
八
日
・
九
月
八
日
・
九
月
一
八
日
。
松
本
宗
吾
は
、
一
八
七
七

年
に
三
重
県
に
生
ま
れ
、
同
志
社
を
経
て
、
一
八
九
六
年
一
月
に
慶
應
義
塾
に
入
り
、
卒
業
後
に
渡
米
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
し
た
あ
と
イ
エ
ー
ル
大
学
に
入
学
し
た
。
政
治
学
を
専
攻
し
て
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
の
学
位
を
取
得
し
、
欧
州

を
歴
訪
し
て
帰
国
後
、
松
本
商
会
を
創
設
し
て
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
ほ
か
、
衆
議
院
議
員
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
（『
人
事
興
信
録
』

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、http://jahis.law

.nagoya-u.ac.jp/w
ho/docs/w

ho4-9188

、
二
〇
二
一
年
一
月
一
一
日
ア
ク
セ
ス
、
前
掲
『
慶
應

義
塾
入
社
帳
』
第
四
巻
、
四
四
四
頁
）。

（
42
）　
「
エ
ー
ル
大
学
に
於
け
る
義
塾
同
窓
会
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
六
〇
号
、
一
九
〇
三
年
一
月
）、
一
〇
三
～
一
〇
五
頁
。

（
43
）　
「
エ
ー
ル
大
学
に
於
け
る
故
福
沢
先
生
第
三
週
年
紀
念
会
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
六
二
号
、
一
九
〇
三
年
三
月
）、
八
四
～
八
五
頁
。

柴
田
は
福
沢
没
後
の
一
九
〇
一
年
二
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
三
週
日
ノ
忌
辰
」
に
お
い
て
、
慶
應
義
塾
大
学
部
五
年
生
総
代
と
し
て

「
嗚
呼
先
生
ノ
形
骸
ハ
先
生
ニ
ア
ラ
ス
其
ノ
尊
ク
美
ハ
シ
キ
徳
ト
高
ク
懇
ロ
ナ
ル
教
ヘ
コ
ソ
永
ク
乾
坤
ヲ
照
ラ
シ
テ
我
皇
ノ
土
ヲ
護
リ
我

皇
ノ
人
ヲ
導
キ
玉
ハ
ン
」
と
の
弔
詞
を
読
ん
で
い
る
（「
弔
詞
（
追
悼
の
辞
）」
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

編
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
福
沢
関
係
文
書　

福
沢
諭
吉
と
慶
應
義
塾
（
収
録
文
書
目
録
第
四
分
冊
・
福
沢
諭
吉
関
係
資
料
（
二
））』
雄

松
堂
、
一
九
九
五
年
、F8

―F13

―02‌

）。
柴
田
が
優
秀
な
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
福
沢
に
対
し
て
特
別
な
思
い
入
れ
を
抱
い
て
い
た
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こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
実
際
、
柴
田
は
福
沢
と
交
流
が
あ
り
、
高
橋
誠
一
郎
に
よ
る
と
、
柴
田
が
学
生
時
代
に
寄
宿
舎
の
舎
監
を
務
め

て
い
た
際
、
福
沢
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
世
話
を
薦
め
ら
れ
、
柴
田
自
身
、
そ
の
救
済
に
終
生
打
ち
込
む
決
心
で
い
た
と
い
う
（
前
掲

『
慶
應
義
塾
一
〇
〇
年
史
』
中
巻
（
前
）、
七
九
二
頁
）。

（
44
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
二
年
七
月
二
一
日
付
朝
刊
。

（
45
）　

前
掲
「
近
代
日
蓮
宗
の
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
二
五
二
～
二
五
三
頁
。
柴
田
は
イ
エ
ー
ル
で
開
催
し
た
釈
尊
降
誕
会
に

つ
い
て
、「
楡
樹
の
都
に
於
け
る
釈
尊
降
誕
会
」（
前
掲
『
禅
僧
留
学
事
始
』、
初
出
は
『
日
宗
新
報
』
第
八
一
四
号
、
一
九
〇
二
年
五
月

二
八
日
）
と
題
す
る
文
章
を
記
し
て
お
り
、「
こ
こ
に
北
米
新
大
陸
に
お
け
る
異
教
異
俗
の
中
央
に
介
し
て
這
般
生
々
た
る
喜
望
と
理
想

と
に
充
た
さ
れ
た
る
小
祝
会
を
大
聖
釈
尊
の
御
名
の
下
に
開
設
す
る
こ
と
を
得
た
る
は
幸
福
、
何
た
る
冥
加
ぞ
や
」
と
伝
え
て
い
る
（
三

四
六
～
三
四
九
頁
）。
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
六
五
〇
年
記
念
講
演
会
に
つ
い
て
も
、
柴
田
は
「
敢
え
て
喜
び
を
頒
た
ん
と
欲
す
」（
前
掲

『
禅
僧
留
学
事
始
』、
初
出
は
『
日
宗
新
報
』
第
八
一
五
号
、
一
九
〇
二
年
六
月
九
日
）
と
の
文
章
を
記
し
、「
諸
士
、
生
は
満
肚
の
赤
誠

を
抽
て
宗
祖
の
大
前
に
額
づ
き
、
感
謝
の
祈
禱
を
捧
ぐ
る
を
禁
ず
る
あ
た
わ
ざ
る
に
い
た
り
ぬ
」
と
述
べ
て
、
同
会
の
様
子
を
伝
え
て
い

る
（
三
五
〇
～
三
五
四
頁
）。
イ
エ
ー
ル
哲
学
会
講
演
会
に
関
し
て
も
、
柴
田
は
「
改
年
劈
頭
の
快
事
」（
前
掲
『
禅
僧
留
学
事
始
』、
初

出
は
『
日
宗
新
報
』
第
八
四
三
・
八
四
五
号
、
一
九
〇
三
年
三
月
八
日
・
三
月
二
八
日
）
に
お
い
て
そ
の
様
子
を
報
じ
、
会
長
と
し
て

ラ
ッ
ド
も
出
席
し
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
（
三
五
五
～
三
六
〇
頁
）。

（
46
）　

前
掲
「
ラ
ッ
ド
教
授
を
追
憶
す
」、
二
五
〇
～
二
五
一
頁
。

（
47
）　

荒
川
歩
「
同
志
社
英
学
校
か
ら
エ
ー
ル
大
学
の
ラ
ッ
ド
の
元
へ
の
森
田
久
万
人
の
派
遣
と
そ
の
成
果
」（『
心
理
学
史
・
心
理
学
論
』

第
五
号
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）、
一
五
～
二
一
頁
、
姜
克
實
『
浮
田
和
民
の
思
想
史
的
研
究
―
倫
理
的
帝
国
主
義
の
形
成
』（
不
二
出
版
、

二
〇
〇
三
年
）、
二
六
六
～
三
〇
〇
頁
、
小
崎
弘
道
『
小
崎
全
集
』
第
三
巻
（
自
叙
伝
）（
小
崎
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
八
年
）、
七
八
～

九
二
頁
、
三
宅
亥
四
郎
「
ラ
ツ
ド
教
授
の
回
想
」（『
心
理
研
究
』
第
二
〇
巻
一
一
八
号
、
一
九
二
一
年
）、
二
六
二
～
二
八
一
頁
、
参
照
。

柴
田
は
、
留
学
前
の
段
階
で
、
イ
エ
ー
ル
で
ラ
ッ
ド
に
師
事
し
て
帰
国
し
た
浮
田
和
民
と
親
交
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
浮
田
の
講
義
筆
記
を

発
表
し
て
い
る
（
浮
田
和
民
講
述
／
柴
田
一
能
筆
記
「
欧
洲
現
時
之
社
会
観
」『
六
合
雑
誌
』
第
二
一
五
号
、
一
八
九
八
年
一
一
月
、
四

五
～
五
三
頁
）。
柴
田
は
浮
田
を
通
し
て
、
か
ね
て
よ
り
イ
エ
ー
ル
大
学
や
ラ
ッ
ド
に
関
心
を
も
ち
、
留
学
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
48
）　

高
砂
美
樹
「
Ｇ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
ド
と
日
本
の
心
理
学
」（『
心
理
学
ワ
ー
ル
ド
』
第
五
六
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
）、
二
～
三
頁
。

（
49
）　

前
掲
「
ラ
ツ
ド
教
授
の
回
想
」、
二
六
四
頁
。
伊
藤
へ
の
博
士
号
授
与
の
政
治
外
交
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
伊
藤
博
文
へ

の
博
士
号
授
与
と
日
米
外
交
―
「
文
明
」
の
普
及
を
め
ぐ
っ
て
」（『
法
学
研
究
』
第
八
七
巻
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）、
参
照
。

な
お
、『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
は
、「
柴
田
木
公
」
に
よ
る
「
エ
ー
ル
大
学
紀
念
式
所
感
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
他
の
人
々
と
同
様
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
所
謂
米
国
特
有
の
平
民
主
義
」
の
実
例
と
し
て

特
筆
し
て
い
る
（
柴
田
木
公
「
エ
ー
ル
大
学
紀
念
式
所
感
」『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
四
八
号
、
一
九
〇
二
年
一
月
、
三
〇
～
三
二
頁
）。
当

時
、
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
て
い
た
柴
田
姓
の
慶
應
義
塾
関
係
者
は
柴
田
一
能
し
か
い
な
い
た
め
、
こ
れ
は
一
能
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
柴
田
は
一
九
〇
三
年
五
月
に
も
、『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
、
同
名
で
イ
エ
ー
ル
の
学
生
生
活
、
特
に
舞
踏
会
に
つ
い
て
紹
介
す
る
記

事
を
書
い
て
い
る
（
柴
田
木
公
「
米
国
青
年
の
学
校
生
活
」『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
六
五
号
、
一
九
〇
三
年
五
月
、
二
六
～
三
一
頁
）。

（
50
）　

前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」、
七
七
頁
。

（
51
）　

河
邊
治
六
「
ラ
ツ
ド
博
士
を
追
想
す
」（『
心
理
研
究
』
第
二
〇
巻
一
一
八
号
、
一
九
二
一
年
）、
二
五
七
～
二
六
一
頁
。

（
52
）　

ラ
ッ
ド
博
士
演
／
柴
田
一
能
訳
「
催
眠
術
と
法
律
の
関
係
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
七
六
号
、
一
九
〇
四
年
四
月
）、
一
〇
～
二
一

頁
、
ラ
ッ
ド
博
士
演
／
柴
田
一
能
訳
「
催
眠
術
と
法
律
の
関
係
（
承
前
）」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
七
八
号
、
一
九
〇
四
年
六
月
）、
一
二

～
二
二
頁
。

（
53
）　

田
中
一
貞
『
世
界
道
中
か
ば
ん
の
塵
』（
岸
田
書
店
、
一
九
一
五
年
）、
三
四
〇
～
三
四
二
頁
。
田
中
は
こ
の
視
察
中
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ

ン
を
含
め
た
欧
米
各
地
で
多
数
の
絵
葉
書
を
買
い
求
め
、
そ
こ
に
現
地
名
な
ど
を
記
し
て
、
一
部
は
日
本
に
送
っ
て
い
る
（
前
掲
「
田
中

一
貞
家
旧
蔵
資
料
」、
受
入
番
号
・1100126

）。

（
54
）　

前
掲
「
近
代
日
蓮
宗
の
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
二
五
一
～
二
五
二
頁
。

（
55
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
七
年
一
月
二
八
日
付
朝
刊
、『
読
売
新
聞
』
一
九
三
八
年
四
月
二
三
日
付
朝
刊
。

（
56
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
八
月
二
四
日
付
夕
刊
。

（
57
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
三
巻
、
四
八
九
頁
。

（
58
）　

前
掲
「
慶
應
義
塾
海
外
留
学
生
の
派
遣
実
態
と
そ
の
意
義
」、
一
四
三
頁
。

（
59
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
四
巻
、
五
一
八
頁
、「
岡
本
謙
三
郞
君
略
歴
」（
岡
本
謙
三
郎
著
／
下
田
将
美
編
『
岡
本
謙
三
郎
遺
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墨
』
下
田
将
美
、
一
九
一
三
年
）。

（
60
）　

山
下
吉
三
郎
・
安
藤
復
蔵
「
亡
友
回
顧
」（
前
掲
『
岡
本
謙
三
郎
遺
墨
』）、
二
五
～
三
一
頁
。

（
61
）　

下
田
将
美
「
一
〇
月
一
日
の
夕
」（
前
掲
『
岡
本
謙
三
郎
遺
墨
』）、
四
一
～
四
八
頁
、
前
掲
「
岡
本
謙
三
郎
君
略
歴
」。

（
62
）　

前
掲
『
岡
本
謙
三
郎
遺
墨
』、
五
二
～
五
三
頁
。

（
63
）　

岡
本
謙
三
郎
「
エ
ー
ル
大
学
生
活
―
一
月
三
日
ニ
ュ
ー
ハ
ベ
ン
に
て
」（『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
二
八
号
、
一
九
〇
八
年
三
月
）、

五
二
～
五
四
頁
。
こ
の
ほ
か
、
イ
エ
ー
ル
在
学
中
に
岡
本
は
「
学
生
と
剣
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
記
し
、
学
生
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た

英
国
の
戯
曲
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
岡
本
謙
三
郞
「
学
生
と
剣
」『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
四
一
号
、
一
九
〇
九
年
四
月
、
三
二
～
三

七
頁
）。

（
64
）　

前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
二
～
九
三
頁
。

（
65
）　

前
掲
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』、
二
九
八
～
二
九
九
頁
。

（
66
）　

前
掲
『
近
代
日
本
社
会
学
の
展
開
―
学
問
運
動
と
し
て
の
社
会
学
の
制
度
化
』、
一
九
三
頁
。

（
67
）　

寺
川
隆
一
郎
「
田
中
一
貞
」（Bibliographical D

atabase of K
eio Econom

ics, http://bdke.econ.keio.ac.jp/psninfo.
php?sPsnID

=41

、
二
〇
二
一
年
一
月
一
一
日
ア
ク
セ
ス
）。
田
中
の
図
書
館
発
展
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
情
報

セ
ン
タ
ー
編
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』（
慶
應
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
二
年
）、
五
一
～
六
八
頁
、
も
参
照
。

（
68
）　

前
掲
「
近
代
日
蓮
宗
の
海
外
留
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
二
五
三
頁
。

（
69
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
2　
基
礎
資
料
編　
教
職
員
・
教
育
体
制
資
料
集
成
』、
五
八
九
～
五
九
〇
頁
。
柴
田
は
そ
の

後
も
慶
應
義
塾
大
学
部
、
同
大
学
な
ど
に
お
い
て
、
一
九
三
七
年
ま
で
論
理
学
や
心
理
学
、
倫
理
、
修
身
な
ど
を
教
え
た
（
同
前
）。

（
70
）　

前
掲
「
ラ
ツ
ド
博
士
を
追
想
す
」、
二
五
七
～
二
六
一
頁
、
柴
田
隆
行
「
日
本
の
哲
学
教
育
史
（
下
の
二
）」（『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー

年
報
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）、
一
一
八
頁
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
2　
基
礎
資
料
編　
教
職
員
・
教
育
体
制

資
料
集
成
』、
四
〇
〇
～
四
〇
三
頁
。

（
71
）　

柴
田
や
河
邊
よ
り
や
や
早
く
、
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
蔵
原
惟
郭
も
、
義
塾
で
「
哲
学
概
論
」「
哲
学
史
」「
倫
理
学
」
な
ど
を

教
え
て
い
る
（
前
掲
「
日
本
の
哲
学
教
育
史
（
下
の
二
）」、
一
一
八
頁
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
2　
基
礎
資
料
編　
教
職

員
・
教
育
体
制
資
料
集
成
』、
四
五
三
頁
）。
蔵
原
は
同
志
社
入
学
後
、
渡
米
し
て
オ
ー
バ
ー
ン
神
学
校
な
ど
に
学
ん
で
博
士
号
を
取
得
、
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帰
国
し
て
再
度
渡
米
し
、
イ
エ
ー
ル
に
学
ん
だ
。
詳
し
く
は
、
田
中
良
一
「
蔵
原
惟
郭
と
市
原
盛
宏
―
そ
の
人
と
な
り
と
業
績
」（
同
志

社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
熊
本
バ
ン
ド
研
究
―
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流
と
展
開
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
五
年
）、

三
八
一
～
三
九
七
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」、
七
九
頁
、
参
照
。

（
72
）　

こ
れ
ら
の
絵
画
や
美
術
論
の
一
部
は
、
前
掲
『
岡
本
謙
三
郎
遺
墨
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
73
）　

岡
本
謙
三
郞
「
タ
ー
ナ
ー
の
風
景
画
に
現
は
れ
た
る
時
間
の
感
」（
前
掲
『
岡
本
謙
三
郎
遺
墨
』）、
一
三
～
二
〇
頁
。『
研
精
美
術
』

第
七
八
号
（
一
九
一
三
年
九
月
）
に
は
、
こ
の
論
文
と
、「
老
子
と
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
宇
宙
観
に
就
て
」
と
題
す
る
岡
本
の
論
文
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
後
者
は
「
宇
宙
の
本
原
を
以
て
実
体
と
な
せ
る
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
思
想
」
と
、
老
子
の
思
想
が
共
通
す
る
と
説
い
た
も
の
で
あ

る
（
七
～
一
六
頁
）。

（
74
）　

前
掲
『
岡
本
謙
三
郎
遺
墨
』、
五
二
～
五
三
頁
。

（
75
）　

ラ
ッ
ド
述
『
宗
教
哲
学
』（
福
音
社
、
一
八
九
二
年
）、
一
頁
。
こ
れ
は
同
志
社
で
行
わ
れ
た
ラ
ッ
ド
の
講
義
筆
記
で
あ
る
。

（
76
）　

一
九
〇
四
年
三
月
に
、
イ
エ
ー
ル
大
学
の
日
本
人
同
窓
会
で
あ
る
「
エ
ー
ル
大
学
会
」
が
正
式
に
発
足
し
た
が
、
こ
の
と
き
会
長
に

選
出
さ
れ
た
の
は
、
鳩
山
和
夫
、
岡
部
長
職
、
箕
作
佳
吉
の
三
名
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
評
伝　
岡
部
長
職
―
明
治
を
生
き
た
最
後
の
藩
主
』、

一
五
三
頁
）。
鳩
山
は
東
京
開
成
学
校
、
岡
部
は
慶
應
義
塾
、
箕
作
は
慶
應
義
塾
と
大
学
南
校
に
学
ん
で
い
る
。


